
日本病理学会関東支部主催 病理夏の学校 病理学サマーセミナー 2017  

日 時：2017 年 8 月 20 日(日)  13:00-17:30  

会 場：昭和大学 1 号館 7 階講堂  

託児所利用：５名 

    

プログラム  

12:30  受付開始 (1 号館 7 階講堂入口)  

13:00  開会（司会）              昭和大学 臨床病理診断学 矢持 淑子   

13:00  開会の挨拶               昭和大学 臨床病理診断学 瀧本 雅文   

13:05  日本病理学会関東支部 挨拶       日本病理学会関東支部 北川 昌伸 先生  

13:10  講演：「病理形態学はパターン認識じゃないから面白い」 

筑波大学医学医療系生命医科学域 腎・血管病理学講座 長田 道夫 先生   

13:50  講演：「医療安全における病理医の役割  - 医療安全に寄与する病理解剖 –」 

昭和大学 臨床病理診断学 塩沢 英輔  

14:20 参加医学生、初期研修医、病理研修医の先生の紹介  

              昭和大学 臨床病理診断学 矢持 淑子    

14:40  報告＋フリートーク:子育て女性病理医の日常  

昭和大学 臨床病理診断学 本間 まゆみ  

会場の女性病理医の先生方   

15:10  コーヒーブレイク  

15:30 講演：「乳癌治療方針を左右する病理コンパニオン診断」 

昭和大学江東豊洲病院 臨床病理診断科 広田 由子   

16:00  報告：病理医の臨床留学の経験  

昭和大学 臨床病理診断学 田澤 咲子   

16:30  講演：「形態学で病気を研究すること –不整脈を顕微鏡で視る－」 

昭和大学 法医学 松山 高明 先生   

17:10  質疑応答＋参加施設の紹介   

17:25   2018 年度 病理夏の学校 病理学サマーセミナーの案内  

がん・感染症センター 都立駒込病院 病理科 比島 恒和 先生   

17:30  閉会の挨拶  

17:40  懇親会        

 


